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私と戦争の記憶 
横山利夫（西面在住） 

 
わたくしは戦中の少年期から 25 才までは三島江で、その後 西面で 58 年になります。 

昭和大戦の記憶に残る事柄について、知人から聞いたことも含めて語り継いでいきたいと思
います。 
 
１．枚方陸軍火薬庫の大爆発事故 （昭 14.3.1） 
大音響は京阪一帯に響き渡り、弾丸の破片

は構外にも飛散し、住民は大阪・京都方面あ
るいは東部の山を越えて避難しました。三日
の昼頃になって鎮静しましたが、火薬庫の全
部と製造所の一部、そして禁野、中宮の大部
分と天の川集落の民家半数が消失しました。 
当時の陸軍の報告では死傷者約 700 人、

家屋の全半壊 820 軒、被災世帯が 4,400
余りに達し、被害はこの数字を上回る規模で
した。その中には三箇牧村唐崎出身の金阪為
春さんが尊い命を犠牲にされています。 
また淀川対岸の高槻南部地区でも大爆発

中は、家の中には入っていられない状況でし
た。 

 
２．ミッドウエー海戦 （昭 17.6.5）（この大敗を大本営は正しく報道しなかった） 
この戦いに参加された生き残りの先輩か

ら聞きました。この実態を簡単に申し上げま
すと、最後まで奮闘した飛龍を含む主力空母
四隻を失う大敗北で、多くの航空精鋭兵が犠
牲になりました。このことを大本営は国民に

隠し、正しく報道しなかった。この海戦以来、
日本海軍は壊滅的な打撃を受け、制海・制空
権を失い、戦局は一段と悪化していったので
す。 

 
大本営発表 我が方の主な損害は 空母１隻喪失１隻大破 未帰還機：35 機 死傷者：発表なし 
実際は     主力空母 4 隻沈没  航空機：280 機空母と共に沈没 死傷者：約 3,200 人 

 
３．近隣村の空襲について 
３-１．高槻芝生地区 （昭 20.6.15） 
農家では麦秋の忙しい最中に、朝から大阪

府空襲警報が発令され、11 時頃に B29 が
南西より飛来し、焼夷爆弾を投下していきま
した。当時の芝生は 120 軒ほど長閑な農村
地帯でしたが、この空襲で、全焼 10 軒、半
焼 1 軒、死者 1 人、重軽傷者 2 人、被災者
約 40 人、牛 1 頭焼死。防空壕の中で直撃

弾を受け、15 歳の娘さんが尊い命を落とす
悲惨な戦争犠牲者を出すにいたりました。 
大阪近隣村では最大の空爆被害で、なぜこ

んな田舎を狙ったのか？ 一時 西の町は
生き地獄で戦争は絶対に二度とやってなら
ないと叫びたい。 
 

 
３-２．茨木真砂地区 （昭 20.6.26） 

30軒余りの集落と田園が広がる地域でし
た。前日から始まった田植のとても忙しい最
中に、朝から空襲警報発令、10 時頃に突如
B29 一機が吹田方面より飛来し、五発の爆
弾を投下し、民家裏の田んぼに落ちた 1 ト
ン爆弾二発は大きな爆弾池を作った。集落内
の1トン爆弾は西方寺付近の民家を直撃し、
防空壕も埋まってしまい、お寺の本堂は全壊
し、500k 爆弾二発は民家の庭、あるいは小

屋と防空壕を直撃。生き埋め状態の土砂の中
からの救出作業を、村中総出で行いました。 
真砂住民 19 人、疎開の人と田植の人足の

方13人、計32人の死者、重軽傷者10人、
全半壊 8 軒、牛 2 頭が犠牲の膨大な被害と
なり、ご遺体は口に言い表せない程悲惨なも
のでした。当時 30 軒ほどの真砂の空襲の恐
怖を語り継ぎ、戦争なき平和な町が続きます
様に願ってやみません。 

 
３-３．三箇牧村三島江地区 （昭 20.7.9） 
正午ごろ空襲警報発令、西面地区の国民学

校生が帰宅途中、突如 P51 艦載機が低空で
飛来してきたので、三島鴨神社、用水路、そ
の他に避難しました。その国民学校生へ向け

ての機銃掃射で、拝殿が全焼しましたが人的
被害はありませんでした。 
この件はすでに先人達から語られている

ので、詳細は省略します。 
 
３-４．玉島村十一地区 （昭 20.7.9） 

6年生約60人は荒地の開墾、さつまいも、
大豆の植付など、午前中の農作業を終えて
野々宮の神社で昼食中に、空襲警報のサイレ
ンが神社の森に鳴り響き、みんな急いで学校
に向かって走りました。途中 P51 艦載機が
校門、運動場、教室へと逃げ込む姿を見て、

低空で機銃掃射し屋根と机を貫き、その下に
身を隠していた児童を直撃、死者 2 人、重
軽傷者 5 人、終戦間近にして尊い命を失う
戦争犠牲者が農村地帯の玉島の国民学校か
ら出ました。ここでも文字に書き表すことの
できない悲惨な出来事が起こったのです。 
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４．大阪最後の大空襲（大阪陸軍造兵廠を集中空爆） （昭 20.8.14） 
終戦前日の昼すぎ、大阪最後となる B29

約170機よる波状的に集中爆撃されたのは
大阪陸軍造兵廠でした。総面積約 40 万坪と
東洋一の威容を誇った日本最大の兵器工場
は１トン爆弾を雨あられのように、約 750
トンを投下、鉄とコンクリートと煉瓦の廃墟
となりました。 
終戦までは陸軍造兵廠には学徒動員、女子

挺身隊など含め 6 万 4 千人が働いていまし
た。東洋最大と言われた造兵廠には 6/26、
7/24 と大空襲を受けましたが、天候不順な
どで、大きな損害は免れていたのが、現在の

大阪城公園一帯、京橋から森の宮間の城東線
沿は左右両側が造兵廠だったので、高いコン
クリート塀で遮蔽されていたのです。このコ
ンクリート壁は吹き飛び、建物は壊滅して工
場の鉄骨は飴細工のようにねじ曲がってい
ました。遂に明治以来日本陸軍を支えてきた
大阪陸軍造兵廠は完全に破壊されてしまい
ました。建物の 80%破壊、死者 450 人、
被災者約 1 万 2 千人、三箇牧村西面出身の
軍属、中田春次さんが尊い命を犠牲にされて
います。

 
５．二度と戦争を絶対にやってはなりません 
戦後 69 年経過しました。戦争を知らない

世代が大半になってまいりました。平和で暮
らせるのも、先の戦争で散華された尊い命の
犠牲の上にあることを忘れてはなりません。

戦争で肉親を失い、戦争の悲惨さ、平和の尊
さを後世に伝え、これからも二度と戦争を絶
対にやってはなりません。平和が続いていき
ますよう祈念いたします。 

 
参考資料 

戦争と世相のあしあと(昭和 6 年 9 月～20 年 8 月 15 日) 
昭和 年/月 主な世の中のできごと くらし ことば 

6/9 満州事変起こる（これが 15 年戦争の発端になる） 満州事変に伴い軍部への献金熱が高まる 

7/1 上海事変起こる 時局、肉弾三勇士、ロス五輪 

8/1 ドイツ国ヒトラー首相に就任 防空大演習 

9/1 室戸台風関西一帯に大暴風雨 国防色、日本初のプロ野球団創設 

10/2 天皇機関説事件 暁の超特急（吉岡隆徳さん） 

11/2 2.26 事件（戦争へのバネになったのが日本の悲劇） 前畑ガンバレ、ベルリン五輪 

12/7・12 盧溝橋事件から端を発し日中戦争始まる。南京事件 千人針、慰問袋、銃後 

13/4 国家総動員法成立 代用品、満州娘 

14/3 枚方にあった陸軍工廠、火薬庫の大爆発 警防団、燈火管制、国民服、戦闘帽 

/5 ノモンハン事件 パーマネント廃止、学生の長髪禁止 

15/4 国民体力法公布 隣組、回覧板 

/9 日独伊三国同盟調印（日米の対立が決定的になった） 砂糖・マッチの切符制（東京五輪中止） 

/11 紀元 2,600 年記念祝賀行事（全国一斉に） ぜいたくは敵だ、木炭自動車 

16/3 国民学校令公布 女性にモンペ姿、米の配給制、代用食 

/10 東条内閣成立 戦陣訓、産めよ増やせよ国のため 

/12 大東亜戦争始まる、真珠湾空爆突入 零戦、一億一心、防空壕 

〃 ハワイ、マレー沖海戦等で日本国民緒戦に酔った 月月火水木金金 

17/4 米空母より B25 にて日本主要都市を初空襲 小国民、非国民、防空頭巾 

/6 ミッドウエー海戦（日本軍の大敗を大本営は正しく報道せず） 大本営発表、衣料切符制 

/12 日本軍 ガダルカナル島から撤退を決定 転進、バケツリレー 

18/4 山本五十六長官戦死 金属製品の回収 

/5 日本軍 アッツ島玉砕が最初 撃ちてし止まむ、開墾、食糧増産 

/10 学徒出陣壮行大会（於 神宮外苑競技場） 女子挺身隊、勤労奉仕 

19/2 軍事教育強化方針 天王山、疎開、松根油、学徒勤労動員 

/7 日本軍 サイパン島玉砕（米 B29 の基地を作る） 玉砕、雑炊食堂、召集令状（赤紙多発） 

〃 東条内閣総辞職 鬼畜米英、対馬丸、学童の集団疎開 

/10 神風特攻隊初出陣 同期の桜、特攻隊  

/11 米軍 B29 サイパン基地より東京初空襲 新聞夕刊廃止、煙草の隣組配給 

20/4 米軍 沖縄本島に上陸、鉄血勤皇隊 国民義勇隊、本土決戦 

/6 女子挺身隊、ひめゆり隊も戦闘に参加、6/23 終結 集団自決 

/3～８ 3～8 月米軍 日本主要都市を大空襲（B29 延べ３万機） 本土大空襲、B29 

/8 米軍 8/6 広島、8/9 長崎に原子爆弾を投下 ピカドン 一億総ざんげ 

〃 8/8 ソ連が日本に参戦、続いて満州に進撃  

〃 8/15 戦争終結の詔書、玉音放送 燈火管制解除、戦犯、青空市場 

 


